社会福祉法人　紀宝町社会福祉協議会

心　配　ご　と　相　談　所　規　程

（目　的）

第１条　紀宝町心配ごと相談所（以下「相談所」という。）は、紀宝町社会福祉協議会（以下「本会」という。）の事業として町内住民の日常生活上のあらゆる相談に応じ、適切な助言、援助を行って地域住民の福祉の増進をはかることを目的とする。

（名　称）

第２条　この相談所の名称は紀宝町心配ごと相談所と称する。（以下「相談所」という。）

（設置年月日）

第３条　設置年月日は、行政の合併日「平成１８年１月１０日」とする。

（開設場所）

第４条　相談所は、利用者の心理、交通の利便等に留意し、利用者が気軽に訪れることができる場所に設けるものとする。

　　（１）役場　

　　（２）福祉センター

　　（３）その他

（設　備）

　第５条　この相談所に設備するものは、次のとおりとする。

　　（１）相談室にあてる部屋は、利用者の心身に及ぼす影響を考慮して選定すること。

　　（２）相談室は、利用者が相談の内容を気兼ねすることなく述べることができるよう、その設備調

度に細心の注意を払い、いやしくも外部から相談の内容が聴取され、または様子が望見される

ことのないようにすること。

（所　員）

第６条　この相談所に次のとおり相談員及び事務員をおく。

（１）相談員　相談員は、民生委員児童委員、行政相談員、人権擁護員、学識経験者のうちか　　　　ら本会会長が委嘱する。

　　　　　　　　　相談員の任期は２年とし、再任を妨げない。

　　（２）事務員　事務員は、本会職員をこれに充てる。

（業　務）

第７条　この相談所の業務は、次のとおりとする。
　　（１）相談は利用者の利便、地域の実情等を考慮して、定例日相談、巡回相談等の方法により、１

ヶ月につき1日程度行うよう努めること。

　　（２）相談員は懇切丁寧に相談に応じ、問題の円満な解決が得られるよう努めること。

　　（３）相談にあたっては、町、福祉事務所、児童相談所、その他関係機関との連絡を密にし、その

協力を得て問題の的確な解決に努めること。

　　（４）所員は、正当な理由なく相談により知り得た秘密を他に漏らしてはならない。

　　（５）相談は無料とする。

　　（６）相談所は、取扱った実例につき、その相談経過を明確に記録しておくものとする。

　　（７）所員は、取扱った実例につき、その経過、社会資源の活用方法等について協議し、相談事業

の向上発展をはかること。

（広　報）

第８条　本会は、心配ごと相談所の場所、事業内容等を広く町民に知らせるため適当な広報活動を行う。

（経　理）

第９条　本会は、収入及び支出の状況を明らかにしておかなければならない。この事業の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日終わるものとする。

（備付け帳簿等）

第10条　この相談所には次の帳簿を備える。

　　（１）相談日誌

　　（２）相談カード

　　（３）その他必要と認めるもの

（費用弁償）

第11条　心配ごと相談員が相談日に出席したときの費用弁償の額は本会委員の報酬及び費用弁償に関する規程による。

附　　則　　

この規程は、平成１８年１月１０日から施行する。

　　　　　　

